
第３章　

地域福祉計画推進の考え方

１．基本理念

サービス等の一層の充実が必要となります。

を推進していきます。

こ の よ う な 支 援 を 充 実 さ せ る た め 、 支 援 を 必 要 と す る 人 の 状 況 に 応 じ た き め 細 か な 対

応 を 図 り 、行 政 や 関 係 機 関 団 体 等 の 福 祉 サー ビス の 充 実 だ け で なく 、 市 民 の 積 極 的 な

参 画 を 得 な が ら 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 す る こ と が 求 め ら れ て い ま す 。 そ れ ぞ れ の 役 割

を 自 覚 し 、 市 民 一 人 ひ と り が 福 祉 の 心 を 持 ち 、 相 互 関 係 を 築 き 、 「 あ な た も わ た し も

安 心 し て 暮 ら せ る ま ち づ く り 」 を 基 本 理 念 と し た 市 民 と 行 政 等 の 連 携 に よ る 地 域 福 祉

仙北市では少子高齢化に伴い、人口の減少が顕著です。また、核家族化の進展により

世帯数は増加の傾向にありますが家族の規模が縮小し、家庭の中で担われていた 子育

ま た 、 生 活 の ス タ イ ル や 価 値 観 な ど 多 様 に な り 、 地 域 の 近 所 づ き あ いや つ な が り が 希

薄 に な っ て い る 傾 向 に あ り ま す 。 こ の た め 地 域 の 活 動 に 支 障 を き た し 、 要 援 護 者 の 把

※ 要 援 護 者 で あ る 高 齢 者 や 障 が い の あ る 人 は 今 後 増 加 す る と 予 想 さ れ ま す が 、 福 祉

て や 介 護 へ の 対 応 が 困 難 と な り 、 何 ら か の 支 援 を 必 要 と す る 人 が 多 く な っ て い ま す 。

握やネットワークの確立が必要となっています。

※ 要援護者 

 要援護者とは、災害から自らを守るための一連の行動（情報の受信・理解・判断、行動 

等）をとるのに際して、何らかのハンディキャップを有するため他者の援護を必要とする 

人々。 

 具体的な要援護者としては、高齢者・身体障がい者・知的障がい者・精神障がい者・乳

幼児・児童・妊産婦・外国人（日本語理解が十分でない者）・その他支援が必要と認めら

れる者（地域の地理に不案内な旅行客等） 
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２．計画推進の視点

市民の状況把握

必要とする支援

人権の尊重

人 も い ま す 。 ど の よ う な 活 動 に 取 り 組 め る か 、 ど の よ う な 支 援 が で き る か な ど ボ ラ ン

介護が必要な状態になっても、本人の意志に基づいた生活が送れているか、虐待などが

行 わ れ て い な い か 、 福 祉 サ ー ビ ス の 利 用 等 に お い て 満 足 し て い る か な ど 、 一 人 ひ と り

の 人 権 を 尊 重 し 対 応 し て い き ま す 。 ま た 、 個 人 情 報 の 保 護 を 図 る と と も に 、 要 援 護 者

テ ィ ア 活 動 に つ い て 積 極 的 に 協 力 し 地 域 の 活 動 を 促 進 し ま す 。

の的確な把握に努めます。

を 感 じ て い な い か 、 適 切 な 支 援 が 届 い て い る か を 常 に 確 認 し 、 地 域 と 行 政 、 関 係 団 体

ま た 、 支 援 を 必 要 と し て い る 人 が い る 反 面 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 取 り 組 み た い と い う

基本理念のもとで、地域福祉を進めていく上で次のような視点を持って取り組んでいきます。

地域福祉は行政や関係団体等だけで出来ることではなく、市民の地域福祉に関する意識

が 行 動 を 起 こ す こ と に つ な が り ま す 。 日 頃 何 を 感 じ て 、 ど の よ う な 暮 ら し を 望 ん で い る

また、支援を必要とする人の状況に応じたきめ細やかな福祉サービスの提供に努めます。

高齢者や障がいのある 人、生活 に困 っている 人た ちが さま ざま な福 祉サービスに 不便

の か 、市 民 と の 交 流 を 通 して常 に 状 況 を 確 認 し 、市 民 の 生 活 に 即 した 支 援 を 図 り ま す 。

と連携し支援に努めます。
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３．　基本目標

（１）人と人が支え合い、安心して暮らせるまち

　

（２）安心して暮らせる福祉サービスの充実

  応に努めます。

（３）地域福祉にふさわしい環境づくり

住み慣れた地域で、地域の一員として尊重され、自立した生活が送ることができる社会

るためボランティア活動などへの積極的な参画を支援し、福祉人材の育成に努めます。

の形成に努め、お互いに支え合い安心して暮らせるまちを目指します。

る人に優しい福祉サービスの充実を図るとともに、情報の提供に努めます。

市民が安心して利用できるよう福祉サービスのニーズを把握し、高齢者や障がいのあ

ま た 、気 軽 に 相 談 でき る 体 制 を 構 築 し、 適 切 な支 援 が 受 け られ る よ う、 き め 細 か な対

高齢者や障がいのある人が地域で生活する上で、見守られているという安心感がもて

る 環 境 の 整 備 を 推 進 し て い き ま す 。 そ の た め に は 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 育 成 や 地 域 の 助

け合いの意識向上を図る一方、道路の整備や公共交通機関の充実を図り、住環境にお

ける不安を払拭する努力をしていきます。

また、市民同士のつながりを強化し、支え合える関係を築きながら、地域福祉を推進す
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